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初年度の成果 

うなずきや身振りなどの身体的引き込みをロボットやCGキャラクタのメディアに導入す

ることで一体感が実感できる身体的コミュニケーション技術と、メディアの場にはたらき

かけることで場を盛り上げる身体性メディア場の生成・制御技術を開発展開・統合・実用

化して、生活基盤システム・環境としての本格的な感情移入インタフェースを構築するこ

とを目的とし、本インタフェースの具体的なシステム・技術開発として、(1) うなずきを

誘発する音声駆動型身体引き込みアバタ影システム、(2) 看護コミュニケーション教育を

支援する身体性アバタコミュニケーションシステム、(3) 音声駆動型身体引き込みキャラ

クタの動作・情動表現提示タイミング、(4) 発話感情表現に基づき反応動作を行う身体引

き込みキャラクタシステムを研究開発した。 



 

調査研究の 

進捗状況と 

今後の推進 

方策○○○ 

(1)うなずきを誘発する音声駆動型身体引き込みアバタ影システム 

対話者の身体的情報を反映した仮想空間内のアバタの影にうなずき反応を重畳合成した

インタラクション支援システムを開発している。アバタの影にうなずき反応を提示するこ

とにより、対話者に実体であるアバタのうなずきを想起させ、インタラクションに影響を

与えることができる。本システムを用いたコミュニケーション実験を行い、官能評価結果

・インタラクション特性解析結果よりシステムの有効性を示している。本研究の成果は、

音声駆動型身体引き込みアバタ影システムを開発し、評価実験によりシステムの有効性を

示したことにある。 

(2)看護コミュニケーション教育を支援する身体性アバタコミュニケーションシステム 

看護コミュニケーション教育における経験学習において重要とされるリフレクションに

着目し、従来の身体性アバタコミュニケーションシステムに加え、学習者が自ら様々な条

件下でコミュニケーションの内容を振り返ることができるリフレクション機能を適用した

システムを開発している。さらにコミュニケーション実験を行い、開発したシステムの有

効性を示している。本研究の成果は、表情変化機能とリフレクション機能、およびそれら

の機能を適用した身体性アバタコミュニケーションシステムを開発し、評価実験により、

開発した機能およびシステムの有効性を示したことにある。 

(3)音声駆動型身体引き込みキャラクタの動作・情動表現提示タイミング 

リアルタイム性を必要としない遠隔コミュニケーションにおいて、ユーザの思いをより

分かりやすく相手に伝えるという観点から、CGキャラクタやアバタの発話に対する動作

タイミングに着目し、キャラクタの身体動作、および直感的な提示方法であるシンボル表

現の好ましい提示タイミングを動画視聴による評価実験で検証している。さらに評価結果

に基づいて提示タイミングを再考し、思いをより豊かに表現するボイスメッセンジャーシ

ステムを開発している。本研究の成果は、キャラクタの情動表現や挨拶動作について好ま

しい提示タイミングを評価実験により示し、実験結果に基づいてユーザに思いを豊かに表

現するボイスメッセンジャーシステムを開発したことにある。 

(4)発話感情表現に基づき反応動作を行う身体引き込みキャラクタシステム 

使用者の発話内容に着目し、音声駆動型身体的引き込みキャラクタInterActorに音声認

識機能を導入し、音声認識により得られた発話文をもとに使用者の感情を推定するととも

に、推定結果に基づき反応動作を付与させた身体引き込みキャラクタシステムを開発して

いる。さらに、本システムを用いたコミュニケーション実験を行い、開発したシステムの

有効性を示している。本研究の成果は、発話文から使用者の感情を推定し、推定結果に基

づき動作の提示を行うキャラクタシステムを開発し、評価実験により、開発した機能およ

びシステムの有効性を示したことにある。 

 本研究成果は、 24th IEEE International Symposium on Robot and Human 

Interactive Communication (IEEE RO-MAN2015) において、KAZUO TANIE AWARD

「Development of an Expressible Pupil Response Interface Using Hemispherical 

Displays」及びBest Interactive Presentation Award「KiroPi: A Life-Log Robot by 

Installing Embodied Hardware on a Tablet」を受賞した。また、日本電信電話(株)「音

声対話インタラクションデザインの共同研究」及び(財)ちゅうごく産業創造センター「ロ

ボットのコミュニケーション深度を高める身体動作を自動生成するデバイスの開発」の2

件の外部資金を獲得した。 

次年度も引き続き上記システムを開発展開するとともに、これらのシステムを統合して

システムを開発・解析・評価することで、飛躍的に対話者の身体性を共有して一体感が実

感できる感情移入インタフェース設計へと研究開発を進める。 
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